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戰
七
十
五
年 

市
川 
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八
月
十
五
日
七
十
五
囘
目
の
終
戰
記
念
日
を
迎
ふ
。
十
三
歲
中
學
二
年
生
の
我
々
は
、
翌
年
か
ら
の
全
面

的
學
徒
勤
勞
動
員
を
緩
和
す
べ
く
、
飛
行
機
工
場
へ
の
隔
週
出
勤
を
前
倒
し
、
三
年
生
の
隔
週
授
業
を
確

保
せ
む
と
し
を
り
き
。
當
日
は
工
場
の
記
念
日
か
何
か
と
て
休
日
の
た
め
、
家
に
て
玉
音
放
送
に
聞
き
入

り
た
り
。 

空
を
見
上
ぐ
れ
ば
濃
き
紫
色
に
澄
み
上
が
り
て
世
は
何
も
變
ら
ざ
ら
め
ど
、
第
一
次
大
戰
敗
戰
國
た
る
獨

逸
國
民
の
悲
慘
を
思
ひ
、
我
國
の
前
途
に
暗
澹
の
念
を
抱
き
け
り
。 

直
後
米
軍
主
導
の
聯
合
國
軍
に
よ
る
占
領
政
策
は
敗
戰
國
に
對
し
て
嚴
し
く
あ
り
て
、
憲
法
を
始
め
、
敎

育
や
言
語
政
策
な
ど
矢
繼
ぎ
早
に
變
革
せ
ら
れ
、
六
等
國
、
ア
ジ
ア
最
貧
國
化
呼
號
せ
ら
れ
た
り
。
幸
ひ
世

界
情
勢
の
轉
換
も
あ
り
て
、
我
が
國
民
の
勤
勞
努
力
に
よ
り
、
我
國
は
最
惡
の
筋
書
を
免
れ
た
る
の
み
な
ら

ず
一
時
世
界
第
二
位
の
經
濟
大
國
に
上
り
詰
む
。 

此
の
間
、
戰
火
に
消
失
せ
る
製
造
業
は
復
興
に
當
り
設
備
の
技
術
革
新
を
遂
げ
、
そ
の
後
の
經
濟
發
展
を

支
ふ
る
一
方
、
戰
災
寡
き
農
業
は
戰
後
の
食
糧
供
給
に
盡
力
し
、
遂
に
米
の
配
給
制
度
を
支
へ
畢
ん
ぬ
と
雖

も
、
拔
本
的
の
構
造
改
革
の
機
を
逸
し
、
農
工
不
均
衡
の
儘
推
移
す
。
而
も
工
に
於
て
も
、
第
三
次
産
業
革

命
と
稱
せ
ら
る
ゝ
電
子
産
業
に
て
は
、
國
産
の
操
作
演
算
系
を
持
た
ざ
る
基
本
技
術
の
脆
弱
さ
を
克
服
し

得
ず
、
今
次
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に
於
て
も
、
行
政
機
構
に
於
け
る
電
子
系
の
餘
り
の
前
近
代
的

對
應
は
國
民
を
驚
か
せ
り
。
一
方
に
於
て
超
大
型
電
算
機
「
富
嶽
」
は
世
界
一
の
評
價
を
受
く
。
曾
て
は
世

界
一
の
戰
艦
「
大
和
」
を
建
造
せ
る
も
、
兵
士
携
帶
の
銃
器
は
舊
式
其
の
も
の
た
り
し
舊
軍
を
想
起
せ
し
め

た
り
。 

最
近
の
電
視
に
て
は
前
の
大
戰
の
反
省
と
て
、
庶
民
の
受
け
た
る
戰
禍
の
記
憶
を
連
日
放
映
し
、
以
て
平

和
の
尊
さ
を
強
調
す
。
無
論
之
も
最
重
要
の
事
な
る
も
、
同
時
に
戰
中
及
び
戰
後
の
步
み
に
對
す
る
反
省
も

必
要
な
る
べ
し
。
其
の
意
味
に
於
て
バ
ブ
ル
崩
壞
後
を
顧
み
る
に
、
當
初
我
國
の
經
濟
は
な
ほ
堅
調
を
維
持

し
續
く
る
も
、
日
米
の
「
經
濟
戰
爭
」
激
化
す
。
こ
の
時
日
本
は
、
自
ら
は
敗
戰
國
に
し
て
國
際
聯
合
の
規

約
に
も
依
然
「
敵
國
條
項
」
の
對
象
國
な
る
を
自
覺
し
、
第
一
勝
者
米
國
に
は
賢
明
な
る
讓
步
、
世
界
に
は

協
力
的
經
濟
援
助
を
行
ふ
べ
き
な
り
け
む
。
實
態
は
國
内
産
業
の
保
護
、
海
外
低
賃
金
勞
働
力
の
確
保
の
み

に
狂
奔
す
。
そ
こ
へ
經
濟
學
留
學
歸
り
の
知
的
指
導
層
、
頻
り
に
地
球
一
極
主

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

義
を
唱
道
し
、
折
か
ら
の
環

境
問
題
に
關
し
、「
宇
宙
船
地
球
號
」
な
る
美
し
き
合
言
葉
あ
る
に
倂
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
こ
そ
我
國
の
最

重
要
課
題
と
な
れ
ゝ
。
か
く
て
折
角
築
き
上
げ
た
る
日
本
的
經
濟
運
營
を
ば
世
界
に
通
用
せ
ず
と
て
、
次
々

に
弊
履
の
如
く
捨
て
去
り
、
氣
が
附
け
ば
世
界
第
二
位
の
座
を
失
ふ
の
み
か
、
忽
ち
第
五
位
前
後
に
轉
落

す
。 

斯
く
て
「
日
米
經
濟
戰
爭
」
は
日
本
の
「
獨
り
負
け
」
に
畢
れ
り
。
此
の
傷
跡
は
長
く
禍
根
と
な
り
ぬ
べ

く
、
産
業
は
一
次
工
程
既
に
國
外
に
流
失
し
、
工
程
單
純
の
醫
療
用
マ
ス
ク
さ
へ
自
給
に
數
ヵ
月
を
要
せ
る

は
其
の
一
例
に
過
ぎ
ず
。
更
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
國
家
財
政
の
負
擔
も
亦
大
な
り
。
さ
れ
ど
今
、
自
國
通
貨



に
よ
る
赤
字
國
債
は
國
家
財
政
破
綻
に
一
義
的
に
は
繋
が
ら
ず
と
す
る
現
代
貨
幣
理
論

（ModernMonetaryTheory

）、
以
前
よ
り
非
公
式
に
は
密
か
に
話
題
と
な
り
し
が
、
之
に
眞
つ
向
よ
り
反

對
の
財
務
省
が
何
と
平
成
十
四
年
、
此
の
理
論
を
翳
し
て
「
赤
字
國
債
に
よ
る
債
務
不
履
行
の
懼
れ
な
し
」

と
の
公
式
見
解
を
發
表
せ
り
と
ぞ
。
暗
夜
に
光
明
の
一
燈
と
思
し
き
も
、
頼
み
の
國
内
資
産
既
に
奔
流
の
如

く
海
外
に
流
失
し
つ
ゝ
あ
り
、
折
角
の
理
論
も
基
本
條
件
の
崩
壞
あ
り
て
は
役
に
立
た
ざ
ら
む
。
二
度
の
敗

戰
を
冷
靜
に
受
止
め
、
徒
ら
に
戰
勝
國
追
隨
に
走
ら
ず
、
我
國
の
歷
史
を
通
じ
て
傳
へ
來
れ
る
多
樣
性
尊
重

の
風
土
に
「
創
造
」
を
育
成
す
べ
き
な
り
。 

（
令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
受
附
） 

 


